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　 近年山形県で育成 さ れた長稈型水稲品種チネ リ ア - マ マは、 乾物生産性 ・ 耐倒伏性に優

れ地上部収量が高い品種で あ る と さ れて い る。 し か し 2005年に庄内地域で本品種の栽培試

験 を 行な っ た と こ ろ、 そ の地上部乾物収量は短稈のはえぬ き と 同等で あ っ た。 一方、 村山

地域で栽培 さ れたチネ リ ア - マ マ を 調査 し た と こ ろ、 幼穂形成期～出穂期のCGRが高 く 地

上部乾物収量が庄内地域の も の よ り も 高 く な っ て い た こ と が明 ら か と な っ た。 両地域の栽

培環境 を 比較す る と 、 村山地域では庄内地域 よ り も 栽植密度が疎で あ っ た こ と と 、 灌漑水

中の硝酸態窒素濃度が高い こ と が認め ら れた。 そ こ で こ の両地域の幼穂形成期～出穂期の

地上部乾物収量の差につい て栽植密度お よ び無機態窒素の ソ ー ス の点か ら 検討 し た。

< 試験方法 > 試験地  ：  山形大学農学部付属農場内水田。 供試品種  ：  チネ リ ア - マ マ。 処理

区  ：  栽植密度 ： ① 11.1 株 / ㎡、 ② 16.6 株 / ㎡、 ③ 33.3 株 / ㎡、 各処理区には硫安 を 6g-N/

㎡ ( 基肥 ) 、 2g-N/ ㎡ を 2 回 （ -26 、 -12 、 追肥 ） 施用 し た。 肥料形態 ： ④被覆硝産肥料

区＝被覆硝酸肥料 を 基肥施用時に 9.5g-N/ ㎡施用、 ⑤被覆ア ン モ ニ ウ ム 区＝被覆ア ン モ ニ

ウ ム 肥料 を 基肥施用時に 5.5g-N/ ㎡施用。 各肥料形態区④、 ⑤区の栽植密度は 16.6 株 / ㎡

と し た。

＜結果＞①チネ リ ア ・ マ マの地上部乾物重は栽植密度が疎 よ り も 密で高 く 推移 し た （ 第

1 図 ） 。 ②被覆硝酸肥料区の幼穂形成期か ら 出穂期の乾物増加量は被覆ア ン モ ニ ウ ム 区 よ

り も 高い傾向に あ っ た （ 第 2 図 ） 。 ③被覆硝酸肥料区の幼穂形成期～出穂期の NAR は被覆

ア ン モ ニ ウ ム 区 よ り も 高い傾向に あ っ た （ 第 3 図 ） 。
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第 2 図: N 源が乾物重に及ぼす影響

第 3 図:幼穂形成期～出穂期の NAR と N 源の関係

第 1 図:栽植密度が乾物重に及ぼす影響


